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内 容
1. 常温環境における微弱赤外放射測定の限界性
2. 天空の赤外分光放射観測装置の概要
3. 尼崎における天空の赤外分光放射観測結果
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波長4/∠ m - 25/∠ m における天空の赤外分光放射計測
湊 秀幸､ 西本 昭男 ､ 石堂 能成
(電子技術総合研究所 大阪ラ イ フ エ レク トロ ニ ク ス研究セ ン タ ー)
要 旨
地球温暖化の 主要 な要 因で ある雲及び温室効果気体の観測精度の向上を図る には ､ 実相
分光観測機器等の精密な校正技術 の開発が不可欠である｡ また ､ 雲の 赤外放射観測で は ､
大気の 吸収等の変動が観測精度に大きく影響するため ､ 大気の 窓の 波長域 にお ける雲の 赤
外放射や輝度温度を正確に観測する こ とが重要な課題とな っ て い る o 我々 は ､ 気象研究所
を幹事所とする ｢雲 が地球温暖化に及ぼ す影響解明に関する研究+ (JA C C S) 1 0年計画
プロ ジ ュ ク･トの 一 環と して ､ 雲 の 実用分光観測機箆精密放射校正技術 お よ び ､ 大気の 窓領
域の赤外放射計測技術を開発する と共に , 雲の 赤外放射の実験的研究を行 っ て い る ｡
本研究で は , まず低温度放射の 精密校正の た め ､ 精密フ ー 1) エ 変換赤外分光器 ､ 高感
度検出器 , 低温度 レ ベ ル を設定で きる空洞型放射光源を整備し､ 赤外域 にお ける微弱赤外
放射の 分光測定を可能に し た ｡ 実験 で は ､ 分光測定器自身の バ ッ ク グラ ウ ン ド放射の 除
去を考慮した手順の 放射測定を行 い ､ 常温環境 にお い て ､ -70℃レ ベ ル まで の 赤外放射測
定が可能 で ある こ とを確認した ｡
また ､ 実験室の 窓か ら雲の 赤外放射測定を行う ため ､ 上記測定シス テ ム ヘ 天空か らの
放射を導入する ため の 光学系を設置し, 尼崎 にお ける天空の 赤外分光放射測定を開始した｡
これ に より 晴天時の赤外分光放射測定で は ､ 波長8 - 1 4FL m の 大気窓の 範 囲で 複雑なス ペ
ク トル 分布変化を観測す る と とも に､ こ の 分布は天頂角度に対 する 依存性を有する こ と ､
雲天時の 天空の 放射ス ペ ク トル 分布測定で は ､ 偏光方向を規定する こ と に よる 雲の 分光放
射輝度測定を可能に し, 3月 段階 にお ける測定で は各偏光方向にお ける 雲の 分光放射輝度
に大きな相違がなく､ 無視 で きる程度である こ とな どが観測され た ｡
一 方 , 大気の 窓領域 の 赤外放射観測結果の検証等に資する た め ､ 可搬型赤外放射計を
開発 した｡ こ の 可搬型放射計は ､ 異体型放射光源との 比較によ り ､ 良好な作動特性を有す
る こ とが分かり ､ 屋外で の 雲の 放射及び輝度温度を高確度で観測し得る見通 しが得られ た ｡
講演で は ､ 波長4FL m - 25FL mにお ける低温度放射光源の 赤外分光放射輝度測定を中心
にこ れまで にお ける 天空 の 赤外分光放射観測結果等に つ い て報告する 0
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測定値(◆印)と プラ ンク の 柘射公式(実線)によ っ て算出された各温度 レ ベ ル にお け
る分光放射輝度の 比較
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バ ッ ク グ ラウ ン ド放射と等価な分光放射輝度
T he spe ctr alradia n c e which is equl V ale nt to the background radiatio n.
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天頂角3 0度に対する青空 の 分光放射輝度の 測定例｡
こ れ ら の ス ペ ク ト ル は1996年3月6日 ､ 夕刻にお い て 測定された0
M e a s u r em ent e xan lPle ofspe ctralradia nce ofa clear skyfor z e nith angle30 degr e e sI
The se spe ctru m sw er e meas ur ed in an evenlng On M ar ch6, 1996.
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天頂角30度に対する曇り空 の 分光放射輝度の 測定例｡
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偏光方向を規定する こ と に よ っ て測定した天空(塞)の 分光放射輝度の測定例
(実線 は0度の 偏光方向を示 し､ ×印は9 0度の 偏光方向を示して い る)
Me as u ring e x ample ofthe spectralradia n ce ofthe sky(clo ud)m e asu r ed
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各天頂角に対する 晴天時の 分光放射輝度測定例
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各天頂 角 に対する曇 天時の 分光放射輝度測定例
(1998年9月1日昼間)
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晴天時における分光放射輝度の 時 間的変化
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曇天時にお ける 分光放射輝度の 時間的変化
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雲のリモ ー トセ ンシングと気候影響に関するシンポジウム
まとめ
● F T-1R分光放射測定システムにおける常温環境
での微弱赤外放射測定の限界性につ いて実験的
に明らか にした .
● 測定時におけるF T-1R分光放射測定システムの
安定性につ いて示 した .
● 天空の赤外分光放射観測システムを設置 し良好
に観測可能である こ とを確認 した.
● 偏光方向を規定した雲の赤外分光放射観測を可
能にすると共に､ 実験的検討に着手した .
● 晴天時と曇天時における天空放射の天頂角度依
存性につ いて実験的に確認 した.
● 波長4FL m - 2 5FL mにおける放射観測において
太陽放射による影響は殆ど観測できなか っ た｡
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